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「ピンクイ」の誕生

中 田 敏 夫

Toshio NAKADA

(国語教室)

1 はじめに

渡辺(1996)では日本語と韓国語の遠近をいくつか

の事例とともに紹介しているが,「色」の世界について

も興味深い指摘がある(21-29頁)。「色」が「色彩」と

「色事」の両方の世界に展開する類似性に触れた後,

色彩用語について色をあらわす名詞がそのまま形容詞

として使われる英語などに対し,「日本語とハングルの

色彩形容詞がきわめて少数にかぎられている」こと,

「『茶色』を別とし,色彩形容詞にふくまれる色の種類

までもが,日・韓の両言語では瓜二つ」であることを

述べている。

青一青い:パランーパラッタ 赤一赤い:パルガ

ンーパルガッタ 黄一黄色い:ノランーノラッタ

白一白い:ハヤンーハヤッタ 黒一黒い:カマン

ーカマッタ

上記5語が挙げられた色彩形容詞である。さらに興

味深いのは,「みどり」や「むらさき」に対する「みど

りい」,「むらさきい」のような形容詞形が存在しない

点が「韓国語でも事情は全く同じ」との指摘である。

日韓両国語の色彩語の語彙システム上の類似性が何

によるものかを求めるのはむずかしい。ここではその

議論は置き,実は類似性の中にも現代日本語において

は,少なくともある地域社会では,この語彙システム

の基本を打ち破って新たな言語表現が生まれつつある

状況を指摘したい。

愛知県生まれの子供と保育園の砂場で遊んでいた折

り,ピンク色のショベルをさして「ピンクイの取って」

と言うの耳にした。初めて聞く「ピンクイ」というこ

とばに,偶発的に働かせたアナロジーの結果生まれた

臨時的な造語であると考え,その創造性に感心するば

かりであった。しかしその数力月後,同じ砂場で1年

上の子供がほぼ同じ文脈で「ピンクイ」と発言したの

に出会い,このことばが個人の造語にとどまらない広

範な使用状況にある可能性を感じた。

本稿は,色彩形容詞化の可能性のある数語について

実施したアンケート調査を踏まえ,愛知県においては

青年層を中心に新たな色彩形容詞が誕生しつつある事

・ ㎜

実を記述するものである。用法・機能の細かな使用状

況,全国的な使用状況など,その全体像は今後の調査

をまって明らかにしていく予定である。

2 調査の概要

調査は,愛知県出身の大学生を中心にその両親など

を含めて,色彩形容詞化の実態をみようとしたもので

ある。

ア)調査項目

下記の項目について「使う」「使わない」を選択する

形で回答を求めた。調査の手間との関係から活用形を

そろえることはできなかった。

①黄色;この花はキーナイ。キーナイ花｡この花はキー

ナカッタ。

②緑色;この花はミドリイ。 ミドリイ花。この花はミ

ドリカッタ。この花はミドリクなった。

③紫色;この花はムラサキイ。ムラサキイ花。この花

はムラサキカッタ。

④ピンク;この花はピンクイ。ピンクイ花。この花は

ピンクカッタ。この花はピンククなった。

⑤オレンジ;この花はオレンジイ。オレンジイ花。こ

の花はオレンジカッタ。この花はオレンジク

なった。

⑥黄緑色;この花はキミドリイ。

⑦茶色;この花はチャチャイ。

なお,愛知県に古くから使用がみられるキーナイに

ついては,新たな色彩形容詞化を論ずる今回の考察か

らは省く。「茶」に対するチャチャイは,事前にチャイー

ではなくチャチャイの形なら使用するという情報を得

ていたため,この形を採った。

イ)調査対象

青年層については愛知教育大学の学生を対象に,講

義時間内に実施した。また壮年層･老年層については,

学生が家へ持ち帰り両親等に実施したものである。

分析対象となったのは次の通りである。

青年層;全体412名(女性267名,男性145名。尾張173

名,名古屋91名,三河148名｡)

壮・高年層;全体200名(昭和20年以前生まれ83名,
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昭和20年以後生まれ117名。<大正以前42名・昭和1

桁9名・10年代32名,20年代83名・30年代34名・40

年代なし｡〉女性117名,男性74名。尾張56名,名古

屋48名,三河96名。)

地域性をみるため,小学校,中学校を同地域で卒業

したもののみを資料とした。「名古屋」は名古屋市出身

である。したがって「尾張」にはその数を含まない。

壮高年層の「昭和20年」という境は,便宜的に戦前戦

後という目安にしたがったものである。

ウ)調査日時

1996年1月~3月。

なお,この調査の後, 1996年6・7月に次の4点に

ついて,青年層に対し補充調査を行っている(全体215

名。女性176名,男性39名｡)。その結果も分析の過程で

参考にする。

第1点;「この花はピンクイ」について,「聞いたこと」

があるかどうか。「聞いたこと」のある場合,「いつ頃

から」聞いたことがあるか,の確認。

a)覚エテイナイ b)子供ノ頃カラ c)中学

生 d)高校生 e)大学二入ッテカラ

第2点;「この花はピンクイ」について「使ったこと」

があるかどうか。「使ったこと」のある場合,「いつ頃

から」使っているかの確認。(選択肢は同上)

第3点;「ピンクイ」ということばの性格の捉え方の

確認。次から当てはまるものを選ぶ(複数可)。

a)標準語 b)書きことばで使ってもいい

c)若者語 d)流行語 e)方言

第4点;どの年齢層が「ピンクイ」を使用しているか

の判断。次から当てはまるものを選ぶ(複数可)。

a)子供 b)中学生 c)高校生 d)大学生

e)大人 0おじいちゃん・おばあちゃん

3 調査結果

調査結果は表1(青年層)･表2(壮一高年層)の通

りである。

3.1 愛知県出身青年層

最初に,全体の概観を行う。図1青年層の結果より,

形容詞化は6語均等に起こっているのではないことが

まず指摘できる。終止形だけを取り出すと,次の通り

である。

ピンクイ66.7%,ミドリイ29.6%,ムラサキイ17.0%

キミドリイ15.5%,チャチャイ14.8%,すレンジイ

6.6%

ピンクイが先駆け,それにミドリイ,さらにそれ以

下が続くという形になっている。

男女別(図2)では,ほとんどの語において女性が

上回っている。 17語形の平均は,女性28.8%,男性

20.3%と,女性がかなり上回っている。形容詞化の現

象を女性が引っ張っていることをうかがわせる。

地域別(図3)では,17語形平均で名古屋29.8%,

表1 愛知県出身青年層
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図2 愛知県青年層男女別
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図1 愛知県年層別
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図3 愛知県青年層地域別

表2 愛知県出身壮・高年層
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三河27.7%,尾張22.1%の順である。尾張の低さが若

千目立つが,地域差といえるほどのものか,慎重に考

える必要がある。

以下,語別にみる。

まず,ピンクイは,他の5語に比べ使用率が圧倒的

に高い。ピンクイの形では,終止・連休ともに7割近

い青年が使用している。「聞いたこと」のアリ･すシを

確認した補充調査では,実に91.2% (215名中196名)

の青年が聞いたことアリ,と回答している。ピンクイ

の浸透度の大きさが理解できる。また,ピンクイの形

だけでなく,ピンクカッタの形(以下,夕形)・ピンク

クの形(以下,ク形)の活用形も他の語に比べ使用率

が高く(各々48.5%, 39.6%),愛知県下青年層におい

てピンクイは活用形をそろえた1語の色彩形容詞とし

て成立しつつあることが指摘できる。

なお,男女別ではいずれの活用形においても女性が

20%ほど男性を上回っている。これは他の語ではみら

れない開きである。補充調査の「聞いたこと」アリ・

ナシ(表3)でも,アリが女性が93.2% (176名中164

名),男性82.1% (39名中32名)となっており,女性へ

の浸透がはっきりする。

また,地域別では,ピンクイの4形はほぼ三河,名

古屋,尾張の順で使用率が低くなっている。 4形の平

均使用率をみると,三河63.9%,名古屋61.33%,尾張

46.0%となる。これは,前述の17語形の平均使用率の

順とは異なっており,ピングイについては,その浸透

度の高さを含め,他の語とは違った事情を勘案する必

要がある。壮･高年層の結果とあわせ,後に考察する。

次に,ミドリイは終止形が30%近くあり,終止形が

15%以下にとどまっている残り4語に比べ,一定の使

用率が認められよう。補充調査の「聞いたこと」アリ・

ナシでも,ミドリイはアリが54.0% (215名中116名)

にのぼっている。連体形など他の3形も20%前後の使

用率である点,男女差でも4形とも女性が男性を上

回っている点,地域別でもほぼ名古屋,三河,尾張の

順である点など,全体の動きと矛盾がなく,語の安定

度を思わせ,形容詞化の二番手の位置にあるといえる。

一方,残り4語については,使用の状況に不安定さ

が目立つ。活用形別では,ムラサキイ・オレンジイは

夕形が終止形を上回っており,終止形がかなり上回る

ピンクイ・ミドリイとは異なった様相を示す。男女別

では,ムラサキイの連体形・夕形,オレンジイの連体

形で男性が上回っており,全体の傾向と重ならない。

地域別では,尾張が三河を上回るムラサキイの終止

形・夕形などもみられ,ムラサキイ以下の語形では3

地域に目立った差がみられない。また補充調査の「聞

いたこと」アリ･すシでも,アリは,キミドリイ25.1%

(215名中54名)が最高であり,ピンクイ・ミドリイと

は歴然とした差が認められる。

以上,ムラサキイ・キミドリイ・チャチャイ・オレ

-

ンジイの4語の形容詞化のばらつきは,これが新しく

起こりつつある現象であることによると考えられる。

個人差が激しい段階ともいえ,形容詞化の進展は今後

め状況をまつ。

3。 2 愛知県出身壮・高年層

全体をみると(図1),どの語形も青年層に比べかな

り低い使用率になっている。そんな中で,昭和20年を

ひとつの境にしてみたときには(図4),昭和20年以後

の方が全做的に使用率が高いことが指摘できる。男女

別(図5)では青年層とは異なり,女性と男性は前後

しながらほぼ同じ使用率で推移する。地域別でも17語

の平均をとれば,青年層とは異なり,3地域の差は認

められない。

さて,6語の終止形の結果は次の通りである。

ピンクイ16.5%,ミドリイ8.0%,ムラサキイ

7.5%,キミドリイ8.0%,チャチャイ5.5%,オレ

ンジイ5.0%

ピンクイの使用率は青年層に比べれば確かに低い

が,他の5語が8%以下という結果をみるとき,ピン

クイとその他に質の違いを認めるべきであろう。他の

活用形をみても,ピンクイは連体形17%,夕形16%,

ク形10%と,満遍なく10%以上の使用率となっている。

ただし,この結果は,図2の通り,昭和20年を境にみ

たとき,昭和20年以降の結果が大きな影響を与えてい

ることが理解される。ピンクイでは,壮・高年層とし

て一括すべきではないようである。各語の活用形の平

均を昭和20年以前以後で整理すれば次の通りとなる。

ピンクイ(7.5%-20.1%),ミドリイ(5.1%-

3.0%),ムラサキイ(9.6%-7.1%),キミドリイ

(3.6%-11.1%),チャチャイ(O%-9.4%)。

オレンジイ(3.6%-4.7%)(いずれも前者が昭和

20年以前,後者が以後の結果である)

これより,昭和20年以後の世代のピンクイに限って

は一定の使用の様相を認めるべきであろう。昭和20年

以前では,ピンクイ4語形平均の7.5%はミドリイ以下

の5語の結果と肩を並べる低さであり,この世代にお

いては,ピンクイを含め,色彩形容詞の一定の使用は

認めがたいといってよかろう。また,昭和20年以後の

世代においても,ミドリイ以下の5語については,使

用率がどの活用形も全般的に低い点,昭和20年以前の

方がかえって以後の世代よりも数値の高い語形がみら

れる点などから,一定の使用と認めるのはむずかしい

ところである。

なお,地域別で,ピンクイは青年層と同様,尾張,

名古屋,三河の順で使用率が高くなっている(4つの

活用形平均各々11.2%, 12.5%, 18.2%)｡青年層と壮･

高年層で共通するこの結果については,生成のプロセ

スを考慮する上で一つの示唆を与えてくれるものと思

われる。
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図4 愛知県壮・高年層昭和20年以前以後別

図5 愛知県壮・高年層男女別
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図6 愛知県壮・高年層地域別

4 考 察

4.1 ピンクイの誕生

ピンクイという語形はどのようなプロセスを経て誕

生したと考えるべきか。

ここでピンクイの生成を考えるとき,少なくとも当

地方では,色彩語の基本形「赤い・青い・白い・黒い」

へのanalogy (「類推」)の作用を考慮するのが妥当で

あろう≫1)。 しかし,「ピンク」から直接「赤い」などへ

のanalogyを働かせた結果ピンクイが生まれたとは

考えにくい。なぜなら,和語系の色彩語が豊富にある

なかで外来語のピンクがはしめにこの作用を起こす必

然性が果たしてあっただろうか。そもそも形容詞化は

和語系の語を基底として基本的には成立する。ヨー

ロッパ系の外来語も存在しうるが,非常に稀である。

筆者の知る範囲では,ナウイ・エロイ・グロイ・エッ

チイなどの語が挙げられるぐらいである(tt2)｡いずれも

俗語的ニュアンスを伴うものである。

吉川・山口(1972)は愛知県豊橋地方の語彙集を掲

載しているが,「色」の項に次のようにある。

ちゃいろい(茶色の)はそんなにおかしくはな

いが,最近の幼児はももい(桃色の)という。「体

言十い」の方法による形容詞化で, pinkyのよう

な感じである。(208頁)

この「ももい」という語の存在は非常に示唆的であ

る。

モモイは次のanalogyの結果生成された語であろ

う。

「もも」(Mり:x=「あか」(赤):「あかい」(赤い)

χ=ももい

これが,「幼児語」のレベルでまず社会的に登場して

■

くるとすれば非常に納得のいくところである。ことば

がまだ未熟な子供の偶発的に働かせたanalogyの結

果生まれた臨時的な造語であったレベルから,幼児の

世界で共通にその存在が認知され,「幼児語」として社

会的に位置付けられていったものである｡ただし,1997

年度の豊橋市内の幼稚園の教育実習に参加した学生の

報告によれば,「ももぐみ」があり,その園児達は「モ

モイロイテープ」(桃色のテープ),「モモイロイハコ」

(桃色の箱)などと頻繁に使用していたとのことであ

る。豊橋地方での幼児語として,吉川・山口にはモモ

イしか挙げられていないが,モモイロイの存在も可能

性としてあろう。

さて,ピンクイの形成だが,このようなモモイある

いはモモイロイを媒介として,「モモ」あるいは「モモ

イロ」の部分を外来語である「ピンク」に置き換える

ことによって,「ピンクイ」が自動的に生まれてくる可

能性があろう。このことは同時に,ピンクを基底に「赤

い・青い」などへのanalogyの結果生成した形として

の性格・位置を併せ持つことにもなろう。それが,ミ

ドリイ,ムラサキイ・オレンジイなどの新たな色彩形

容詞をさらに誕生させていく契機となっていくのであ

る。

モモイの報告は管見によれば吉川・山口(1972)に

限られる。吉川・山口は豊橋地方についての報告であ

り,その点で,今回のピンクイの結果が壮・高年層,

青年層ともに尾張,名古屋に比べ三河が高いのは,モ

モイからピンクイの誕生が三河を中心に起こった可能

性を示すともいえる。しかし,仝県下での青年層のピ

ンクイの使用の急激な高まりを考えれば,愛知全県に

モモイあるいはモモイロイが存在していた可能性もあ

ろう。モモイ・モモイロイの使用状況についての調査
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4。2 モモイ・モモイロイの誕生

さて,ピンクイの前段階にあったと想定されるモモ

イあるいはモモイロイが成立してくる背景も重要であ

る。

柳田国男は,日本語の歴史の中で形容詞が乏しく不

足している点を指摘すると同時に,｢形容詞の必要を感

ずる毎に,いつでも我々はイを附ける算段をして居た｣

とし,方言社会での｢急場の入用｣が多様な方言形容

詞形を生んでいるとする(13)。この点,方言社会の一員

である愛知県下も形容詞化かある面激しいといえ

る(・4)。

色彩語としては,｢黄色い｣意のキナイ(ないしはキー

ナイ)の形がまず注目される。｢黄色い｣のように｢色｣

を介しての形容詞化ではない点が重要である。キすイ

は江戸期に既にみられ,『和訓栞』には次のようにある。

き 黄は色にいふ也。参河遠江にては きないと

いふ。五色の口語皆いをつけていふなり

ただし『日本言語地図』によれば,キナイあるいは

キーナイ,キンナイの形は愛知,静岡,岐阜,石川,

四国,九州に広く分布することがわかり,愛知県下に

限られるものではない(第1巻｢きいろい(黄色い)｣)。

愛知県下では,キナイの他さらに,｢真っ赤,真っ青,

真っ黒,真っ白｣に対してマッカイ,マッサオイ,マッ

クロイ,マッシロイの形容詞形も持つ(注5)。

幼児語としてではあるが,モモイあるいはモモイロ

イという類推形を生んだ背景には,これら豊富な色彩

形容詞の存在があると考えられよう。色彩に関する活

発な形容詞化の創造が,モモイあるいはモモイロイを,

そしてピンクイを,さらにはミドリイ以下を生み出し

ていったものと思われる。

4。3 ピンクイ誕生の時期

ピンクイの使用率は,終止形をとりだせば,青年層

66.7%,昭和20年以後23.9%,昭和20年以前6.0%で

あった。昭和20年以前のピンクイの使用については前

述の通り,一定の使用にあると認めることはむずかし

い。しかし,チャチャイを除く5語については,3.

2の各語の活用形平均の数値をみる通り,昭和20年以

前の世代で使用されているのも事実である。したがっ

て,このような昭和20年以前の使用状況の中にピンク

イの萌芽があったとみるか,あるいは,昭和20年以後

のいずれかの世代に萌芽をみたらいいのか。

吉Jし山口(1972)の報告では,モモイが1972年当

時の「最近の幼児」の使用となっており,当時の高年

層,壮年層が幼少の時代にモモイを使用していたので

はないことがわかる。これにしたがえば,昭和20年以

前の世代にピンクイの萌芽があったとみるのは無理で

あろう。この世代の使用は青年層の高い使用環境に影

-

響された現時点での新たな獲得とみるべきである。

したがって,昭和20年代以後のある世代においてモ

モイあるいはモモイロイからピンクイが生成されたこ

とになろう。青年層の親世代(昭和20年から30年あた

りの生まれ)は,モモイを幼児語として産み出した層

に当たり,その意味で,この世代にピンクイの萌芽を

みることには妥当性が考えられよう。しかし,この世

代がピンクイそのものを産み出したかどうかの判断は

むずかしいところである(゛6)。

青年層においてピンクイが色彩形容詞として成立し

つつあると述べたが,青年層におけるピンクイの使用

状況は実は多様である。補充調査の項目である,ピン

クイを「いつ頃から聞いたことがあるか」(表3)の質

問には,「子供」の頃が最も高く半数近くにのぼる。ま

た,「いつ頃から使っているか」(表4)でも,「覚えて

いず」を除くと,「子供」の頃がそれ以後を大きく上回

る。これら使用者にとってピンクイは,子供の頃から

いち早く受容,定着していたものと判断してよかろう。

しかし一方,「中学生」以降にはしめて聞いたと意識

しているのは合計16.3%,「中学生」以降にピンクイを

使い始めたというのは合計20%強となっている。しか

も高校,大学という年齢が上がってからの使用開始も

各々4.5%の数を数える。さらには,同じ青年層の言語

環境にありながら,耳にしていない者が10%近く(表

3),使用した経験がないのも終止形で30%強(表1)

にものぼっている。

同じ愛知県の青年層において,このようにピンクイ

をめぐる使用の様相が多岐に渡るのは,ピンクイとい

う語が比較的近い時期に生成され,現在浸透していく

段階にあるためと考えられる。子供の頃からの使用と

いうものも,一般生活語彙のような親世代からのこと

ばの引き継ぎというのではなく,幼稚園,小学校とい

う子供達の集団の場での子供から子供への獲得という

面が強いと思われる。したがって,昭和20年以後のピ

ンクイ使用23.9%の意味は,この世代にピンクイ誕生

をみるのではなく,子育ての段階で現在青年層である

自分の子供から,ピンクイということばを学ぶことに

よって獲得した,と捉える方が妥当であろう。ただし

ここで,ピンクイに大人世代へ影響を与えるような力

が存在するのかが問題になる。これは,ピンクイが今

後青年層の中で更に浸透をみせるかどうかの問題にも

関連してくる。

ピンクイが示す性格・イメージは,モモイ・モモイ

ロイとはかなり異なる。モモイには幼児語的ニュアン

ス,方言性が認められた。それをピンクという外来語

を当てることによって,新鮮さ,脱幼児語化,脱方言

化か結果的にはかられたと考える。補充調査3,ピン

クイの性格の捉え方によれば(表5),「書きことば」

という捉え方こそわずかだが,「標準語」が10%近くあ

る。また,「若者語」という捉え方が6割でなされてい
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表3「ピンクイ」を聞いたことがアリナシ

表4 「ピンクイ」の使用の開始時期

表5 ピンクイに対する捉え方

表6 ピンクイは誰が使用しているか

る。確かに「方言」が35%あるが,これは,補充調査

4「ピンクイの使用者の想定」(表6)より明らかな通

り,祖父母が使用するとみているのは2割を切ってい

る。これはピンクイを「方言」と捉えても,旧来の古

い方言ではなく,地域社会の若者世代で使用される「新

方言」的な意識が働いているものと思われる。その意

味での脱方言化をピンクイは果たしている。また,表

6から,子供･中学生･高校生がいずれも7割を越え,

大学生でも6割近くが,ピンクイを使用すると捉えて

いる。この点で,脱幼児語化も果たしているといえる。

また,語感として外来語からの形容詞化(エロい・グ

ロい)が帯びる俗語性もこのピンクイには感しられな

VI。

このような脱幼児語化,脱方言化,ニュートラルな

語感をもったピンクイであったからこそ,青年層への

浸透にとどまらず,青年層の親世代の言語環境に影響

を与ええたものと思われる。また,このような性格が

ミドリイ以下の色彩形容詞化の流れを産み出していっ

たものと思われる。

5 おわりに

愛知県における色彩形容詞化の実態を青年層を中心

にみてきた。これにより,愛知県において新たな色彩

-

形容詞が誕生ししつつある事実を指摘できたと考え

る。愛知県における色彩形容詞化の段階を大きく捉え

れば,次の通りとなろう。

I

赤ｲ

青ｲ

黒イ

白イ

II

黄ナイ

茶色ｲ

真っ赤ｲ

真ッ青ｲ

真ッ黒イ

真ッ白イ

Ill

桃イ

桃色イ

IV

ピンクイ

V

緑イ

黄緑イ

紫イ

茶々イ

オレンジイ

檀イ

II段階に所属する語の成立の時期は各々異なってい

よう。ⅡI段階モモイ・モモイロイの誕生する前段階と

いう意味合いである。V段階の「ダイダイイ(檀だ)」

は,今回の調査段階では省いているが,青年層から使

うことがあるとの情報を得てのものである。

ピンクイが活用形を揃え,活発に使用されていくこ

とで,ミドリイ以下の語が更に使用の範囲を広げてい

くと予想される。さらには愛知県方言の実態が全国の

色彩形容詞とクロスしていくことも想像される。それ

はまさしく,日本語の語彙構造の中で次の改変をもた

らす可能性がある点で重要な意味を持つと考える。
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日本語の色彩形容詞の歴史の中で,「赤い・白い･

青い･黒い」に限られた時代から,「色」を介して創

造した「黄色い・茶色い」の時代を経て,現代,名

詞部に直接「い」を接続させて連鎖的に色彩形容詞

を産み出すシステムを誕生させた。

なお,本稿では,ピンクイの誕生のプロセスとして,

モモイ・モモイロイの存在,マッカイ(真っ赤だ)な

どの豊富な色彩形容詞の存在を前提として考えてき

た。すなわち,愛知県の地域性をなくしてピンクイの

誕生はないという立場であった。

しかし,昨今の若者語の,外来語に「い」をつけて

形容詞化する傾向(a7)の延長上にピンクイの誕生をみ

る可能性もあろう。また,ピンクから直接に「赤一赤

い」へのanalogyとしてピンクイを誕生させることも

可能である。事実,東京の児童のことばからの指摘だ

と思われるが,国語教育学者が次のような話題を紹介

している(・8)。

「ピンク色だ」の意で「ピンクイ」のような混種

語が生まれようとしている現象などは,おびただ

しい数の和製英語が生み出されている現象ととも

に,生まれては消え去る流行語とは違って,日本

語の変化の方向を示すものかもしれません。

これによれば,愛知県と離れたところで,ピンクイ

は誕生していることになる。それがどのようなプロセ

スを経て誕生したものか,その解明によっては本稿の

前提は覆ることもありうる。全国的な調査をまって再

考したい。
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